
議案第６１号 

   山都町コミュニティバス条例の制定について 

 山都町コミュニティバス条例を別紙のとおり定める。 

  令和６年９月５日提出 

山都町長 坂本 靖也   

 

 

（提案理由） 

 民間路線バスの廃線に伴い、その代替措置としてコミュニティバス

の運行を開始するにあたり、山都町コミュニティバス条例を制定する

必要があります。 

 これが、この議案を提出する理由です。 



 

 山都町コミュニティバス条例をここに公布する。 

  令和  年  月  日 

山都町長  

 

山都町条例第  号 

   山都町コミュニティバス条例 

（目的） 

第１条 この条例は、町がコミュニティバスを運行することにより、地域住民

の日常生活のための交通手段を確保し、もって町民の福祉の向上に寄与する

ことを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において「コミュニティバス」とは、道路運送法（昭和２６

年法律第１８３号。）第７９条の規定による国土交通大臣の行う登録（以下

「登録」という。）を受けた町の自家用自動車をいう。 

 （運行） 

第３条 町は、第１条に規定する目的を達成するため、コミュニティバスを運

行する。 

２ 町は、コミュニティバスを適切に運行することができると認められる者

に、コミュニティバスの運行管理及び車両管理を委託することができる。 

（運休） 

第４条 コミュニティバスは、次に掲げる日には、運行しない。ただし、町長

が第１条の目的を達成するために特に必要と認めるときは、この限りではな

い。 

 （１） 土曜日 

 （２） 日曜日 

 （３） 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する

休日 

 （４） １２月２９日から翌年の１月３日までの日 



 

２ 町長は、災害その他やむを得ない事由によりコミュニティバスを運行する

ことが適当でないと認めるときは、路線を制限し、又は休止することができ

る。 

 （禁止行為等） 

第５条 コミュニティバスの利用者（以下「利用者」という。）は、他の利用

者に危害を及ぼすおそれがある物品若しくは他の利用者の迷惑となるおそれ

がある物品で旅客自動車運送事業運輸規則（昭和３１年運輸省令第４４号。

以下「省令」という。）第５２条に規定するものを車内に持ち込み、又は走

行中の車内でみだりに運転者に話しかけ、その他省令第５３条に規定する行

為をしてはならない。 

２ 利用者は、コミュニティバスの運転者（以下「運転者」という。）が輸送

の安全確保又は車内秩序の維持のために行う業務上の指示に従わなければな

らない。 

 （乗車の制限等） 

第６条 運転者は、利用者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

その者を降車させることができる。 

（１） 前条第１項の規定に違反したとき。 

（２） 前条第２項に規定する指示に従わないとき。 

（３） その他輸送の安全確保又は車内秩序の維持に支障を及ぼし、又はそ

のおそれがある行為をしたとき。 

２ 未就学児がコミュニティバスに乗車する場合は、中学生以上の者が随伴し

なければならない。 

 （運賃） 

第７条 利用者は、コミュニティバスに乗車する場合には、運賃を支払わなけ

ればならない。ただし、利用者が高校生以下の場合は、この限りではない。 

２ 運賃の額は、１人１乗車につき１００円とする。 

 （運賃の減免） 

第８条 次の各号のいずれかに該当する者がコミュニティバスを利用する場合



 

の運賃は、無料とする。 

（１） 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の

規定により身体障害者手帳の交付を受けている者 

（２） 療育手帳制度について（昭和４８年９月２７日厚生省発児第１５６

号）により定められた療育手帳制度要綱に規定する療育手帳の交付を受け

ている者 

（３） 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２

３号）第４５条第２項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受け

ている者 

（４） 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平

成１７年法律第１２３号）第５４条第３項の規定により自立支援医療受給

者証の交付を受けている者 

 （手回品） 

第９条 利用者は、第５条第１項の規定により車内に持ち込みを禁止された物

品を除き、次に該当するものを車内に持ち込むことができる。ただし、運転

者の指示に従わなければならない。 

 （１） 重量 １０キログラム未満のもの 

 （２） 容積 ０．０２７立方メートル未満のもの 

 （３） 長さ １メートル未満のもの 

 （損害賠償） 

第１０条 利用者は、故意又は過失によりコミュニティバス又はその付帯設備

を破損したときは、これを原状に回復し、又は町長が定める損害額を賠償し

なければならない。 

 （委任） 

第１１条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項

は、規則で定める。 

   附 則 

この条例は、令和６年１０月１日から施行する。 



熊本バス馬見原線廃止に伴う代替措置について
路線図（案）

時刻表（案）

浜町発

便数 時刻

１

２ 10：10

３ 15：10

４ 18：30

岩尾野発

便数 時刻

１ 7：30

２ 10：10

３ 15：10

４

【補足】
・平日のみ運行
・１便目と４便目は矢部高校生の
通学対応がメイン
・２便目と３便目は乗合タクシー
の時刻に合わせた運行
（浜町・馬見原双方から運行）
・基本的には熊本バスの路線を踏
襲するが、「道の駅通潤橋」や
五ケ瀬との町境「荻原」「岩尾
野」にもバス停を設置
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